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 平
治
宿
水
場
径
改
修
工
事
と
お
堂
に
お
盆
の
御
供 

 

◇ 

実
施
日
； 
８
月
１
日
（
日
） 

晴
の
ち
一
時
雨 

◇ 

参
加
者
； 

沖
崎
吉
信
、
児
島
道
夫
、
橋
本
梓
、
濱
野
兼
吉
、
中
前
偉
、

生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
大
江
加
予
子
、
畑
林
清
子
、
山
川
治

雄
、
西
克
、
高
階
美
根
子
、
梶
野
照
雄
、
乾
克
己
、
坂
野
良 

１
５
名 

  

池
郷
林
道
の
通
行
止
め
が
続
い
て
い
る
た
め
、
今
回
も
白
谷
林
道
を
経
由
し

て
持
経
宿
に
向
か
っ
た
が
、
行
き
に
児
嶋
車
、
帰
り
に
中
前
車
が
パ
ン
ク
。 

持
経
宿
の
お
堂
に
巣
く
っ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
に
一
名
が
刺
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

白
谷
林
道
入
り
口
で 

 
 

持
経
宿
に
到
着 

 
 
 
 

 
 

平
治
宿
に
到
着 

 

何
年
か
前
よ
り
、
平
治
宿
水
場
径
の
ガ
レ
た
沢
部
分
の
荒
れ
方
が
激
し
く
な

り
、
改
修
の
必
要
が
生
じ
て
い
た
。
検
討
の
結
果
、
沢
を
迂
回
し
て
新
し
く
道

を
付
け
直
す
こ
と
に
な
り
、
昨
年
の
６
月
２
１
日
に
現
地
で
ル
ー
ト
を
検
討
、

１
０
月
４
日
に
迂
回
ル
ー
ト
の
設
定
を
行
い
、
テ
ー
プ
で
仮
の
目
印
を
付
け
た
。 

こ
の
水
場
径
改
修
を
令
和
３
年
の
メ
イ
ン
行
事
と
位
置
付
け
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
や
週
末
ご
と
の
雨
が
続
き
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
径
改
修
に
向
か
う 

 
 

新
道
の
工
事 

 
 
 
 

 
 

ほ
ぼ
完
工 

 

本
日
や
っ
と
第
一
回
目
の
工
事
と
な
っ
て
、
１
５
名
と
多
く
の
参
加
を
頂
き

思
っ
た
以
上
に
工
事
が
進
み
、
全
体
の
７
割
近
く
の
新
道
が
出
来
上
が
っ
た
。 

 

着
工
ま
で
の
準
備
期
間
が
長
か
っ
た
の
で
、
そ
の
間
に
山
川
さ
ん
が
調
達
し

て
く
だ
さ
っ
た
鉄
パ
イ
プ
（
６
０
～
７
０
本
）
を
平
治
宿
に
向
か
う
度
に
運
搬

し
て
現
場
付
近
に
デ
ポ
し
て
い
た
こ
と
や
、
村
吉
さ
ん
が
木
製
杭
や
半
割
の
丸

太
な
ど
を
単
独
で
平
治
宿
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
事
が
、
今
日
の
工
事
の
大

幅
な
進
捗
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
改
め
て
、
資
材
の
調
達
や
運
搬
な
ど
の

事
前
の
準
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
一
日
だ
っ
た
。 



加
え
て
、
１
５
名
と
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
頂
い
た
こ
と
事
も
、
工
事
が
早

く
進
ん
だ
要
因
だ
。 

 

午
前
９
時
、
白
谷
林
道
ゲ
ー
ト
前
に
全
員
が
集
合
。
松
原
市
の
坂
野
君
は
釈

迦
ヶ
岳
以
来
回
目
の
参
加
、
山
川
さ
ん
の
友
人
、
西
さ
ん
は
初
め
て
歩
く
コ
ー

ス
と
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
。 

 

前
々
日
、
持
経
宿
に
入
宿
さ
れ
た
豊
嶋
さ
ん
か
ら
の
情
報
の
通
り
、
林
道
は

一
度
も
車
を
停
め
て
落
石
除
去
す
る
こ
と
は
無
く
、
５
０
分
で
持
経
宿
に
着
い

た
。
昨
日
か
ら
持
経
宿
に
入
っ
て
い
る
村
吉
さ
ん
が
、
途
中
の
沢
か
ら
流
れ
出

た
石
を
ツ
ル
ハ
シ
で
処
理
さ
れ
て
い
た
。
最
後
に
到
着
す
る
は
ず
の
村
吉
さ
ん

が
先
に
到
着
、
児
嶋
車
が
パ
ン
ク
で
タ
イ
ヤ
交
換
中
、
と
知
ら
せ
て
下
さ
っ
た
。 

 

持
経
宿
で
村
吉
さ
ん
か
ら
半
割
の
丸
太
（
２
．
７
ｍ
）
４
本
を
受
け
取
り
、

１
０
時
過
ぎ
に
平
治
宿
に
向
け
て
出
発
。
暑
い
の
で
休
憩
を
多
く
と
っ
て
、
一

時
間
で
平
治
宿
に
到
着
し
た
。
途
中
の
奥
駈
道
に
異
常
は
無
い
が
、
雲
が
増
え

始
め
て
、
一
雨
来
そ
う
な
お
天
気
に
な
っ
て
き
た
。 

 

平
治
宿
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
早
め
の
昼
食
を
済
ま
せ
、
女
性
陣
の
皆
さ
ん
に

小
屋
内
の
清
掃
を
お
願
い
し
て
、
新
道
工
事
現
場
に
向
か
う
。 

山
川
さ
ん
は
桟
木
の
調
達
、
３
～
４
ｍ
の
桟
木
を
現
場
に
運
び
鉄
杭
を
打
っ
て

固
定
し
、
山
側
の
土
を
削
り
平
坦
な
道
に
す
る
。
少
し
急
な
部
分
は
５
～
７
段

の
階
段
を
作
っ
た
。
特
段
、
分
担
の
割
り
振
り
も
必
要
な
く
、
各
々
が
自
分
の

役
目
を
決
め
て
作
業
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
っ
た
。 

 

小
屋
で
の
作
業
を
終
え
た
女
性
陣
が
現
場
へ
降
り
て
き
て
下
さ
り
、
石
を
集

め
た
り
不
足
し
て
い
た
鉄
杭
を
小
屋
か
ら
持
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
り
、
と
大
助

か
り
だ
っ
た
。 

 

午
後
一
時
半
過
ぎ
に
、
や
は
り
ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
粒
が
落
ち
て
き
た
。
新
道
も

７
割
近
く
完
成
し
、
残
す
所
は
約
２
０
ｍ
位
に
な
っ
た
。
あ
と
一
回
、
少
人
数

で
も
完
成
の
目
途
が
立
っ
た
の
で
作
業
を
終
了
す
る
。 

 
 

 
 

 

工
事
中
を
知
ら
せ
る 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

雨
の
中
持
経
宿
に
戻
る 

小
屋
に
戻
っ
て
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
開
店
、
児
嶋
さ
ん
は
平
治
宿
に
到
着
後
水
場
に

降
り
て
汲
ん
で
き
た
水
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

雨
具
を
着
用
し
て
持
経
宿
に
戻
る
。
雨
は
さ
ほ
ど
激
し
く
は
な
ら
ず
、
小
雨

が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
だ
っ
た
。
尾
根
筋
で
は
あ
る
が
、
ア
ブ
や
ブ
ヨ
な
ど
の

虫
が
多
く
、
歩
行
中
も
体
に
ま
と
わ
り
つ
く
の
で
閉
口
し
た
。 

千
年
桧
の
お
堂
で
樒
を
交
換
し
て
、
午
後
３
時
前
に
持
経
宿
に
戻
っ
た
。 

 

帰
着
後
、
帰
り
支
度
を
始
め
、
採
取
し
た
樒
を
お
堂
に
供
え
た
り
盆
供
を
行

っ
て
い
た
時
、
お
堂
入
り
口
の
右
裾
か
ら
ス
ズ
メ
バ
チ
が
出
入
り
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
。
外
壁
の
内
側
に
巣
が
あ
り
そ
う
だ
。
す
ぐ
傍
に
い
た
坂
野
君
が

背
中
を
刺
さ
れ
て
騒
動
に
な
る
。 

 

殺
虫
剤
や
防
護
で
き
る
服
装
が
無
く
、
雨
脚
も
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
今
日

の
処
置
は
で
き
な
い
が
、
再
度
出
向
い
て
巣
の
除
去
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

 

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
一
日
だ
っ
た
。
帰
路
、
ゲ
ー
ト
手
前
で
中
前
車
が
バ



ー
ス
ト
す
る
お
ま
け
付
き
だ
っ
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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